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地球温暖化問題に取り組む人のための通信です。
実践活動への意欲を、アイデアを、仲間同士の関係を、ホットに温めます！

 京都府地球温暖化防止活動推進センターは、府内の温
暖化防止活動を様々な面からサポートし、一層活性化
させることを目的に活動するセンターです。平成 15年
10 月 10 日、府内の多様な団体が連携し新たに立ち上
げたNPO法人　京都地球温暖化防止府民会議が京都府
知事からセンターとしての指定を受け、その活動を開
始しました。
　京都府地球温暖防止活動推進センターの活動は、国、
京都府、府内の多様な団体、会員の皆様などのご支援
によって支えられています。

京都府地球温暖化防止
活動推進センター通信

うぉーみんぐ 春

動いてます！
低炭素型　食の好循環づくりプロジェクト
活動レポート
お知らせ
京都府産木材展示施設の試験展示期間終了
インターネット環境家計簿のフードマイレージ計算コーナーをご活用ください
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　　　　炭素型の社会」と聞いて、皆さんはどんな社会を思い浮かべますか。
　　　　それは、住んでみたいと思えるすてきな社会でしょうか。
私たちは、日々、温暖化防止活動を続けていますが、
その先にどんな社会を作りたいのかをイメージしておかないと、
道筋も描けませんし、周りの人たちの共感も得られませんよね。
　そこで、平成23年度第３回地球温暖化防止活動推進員研修会では、
内藤正明先生を講師にお招きし、『低炭素型のすてきな地域社会』を
テーマにご講演いただきました。
ここでは、その内容の一部を簡単にご紹介します。

「低炭素型の　　　 地域社会を描く」

　私は、長く京都で低炭素型地域社会づくりに向けた活

動をしてきましたが、最近は滋賀県での活動にも力を入

れています。当時の國松知事から相談を受け、７年前に

「2030年までに温室効果ガス排出量50％削減」という

意欲的な、当時としては「気は確かか！」と言われるよ

うな目標を立てました。その後の嘉田知事も大変積極的

で、実現性を不安視する声が出た折には、「できる、で

きないという議論をしている段階ではない」とはっきり

方向性を示され、その結果、県庁のすべての課がこの目

標達成に向けた対策を検討し、少しずつではありますが

総合的な対策が進み始めています。

　地球温暖化問題の進行により、すでに異常気象が見ら

れ始めています。生態系の崩壊も進んできており、大変

深刻な状況です。資源枯渇の問題も深刻で、石油生産量

はすでにピークを越えたと言われており、今後減少に向

かうことはほぼ確実です（図1参照）。希少金属の高騰

も起こっています。水の枯渇も懸念されます。

「低

　これらの問題は密接に関連していますので、個別の

問題を取り上げて対処療法的に取り組むのではなく、

社会を本質的に変える必要があるというのが、私の基

本的な立場です。

　現代は、歴史的に見れば、化石燃料に頼った束の間

の繁栄の時期です（図２参照）。蛇口をひねればお湯

が出るなんてことは、私たちが子供のころは考えられ

なかった状況です。社会は、ほんのひと世代程度の期

間で急激に変わりました。今後は逆に、同じようなス

ピードで、化石燃料を使えない社会への移行が進む可

能性が高いでしょう。

　ではどうするのか。選択肢の一つは、原子力発電を

はじめとする科学技術によって実現する先進技術型社

会。もう一つは、コミュニティーを重視して価値観そ

のものを変える自然共生型社会です（図３参照）。ア

ンケートをとったところ、後者を選択する人が多いと

いう結果でした。3・11以降は、さらにその割合が高

くなっているはずです。

動き始めた滋賀県の取り組み

求められる本質的な変化

もはや逃げ道はない　選択が必要
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京都府環境審議会会長
滋賀県琵琶湖環境科学研究センター長

NPO法人 循環共生社会システム研究所代表理事
京都大学名誉教授
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　目指す社会像（ビジョン）を持ったならば、次は、

そこに向かうための様々な対策をフロー図（行程表）

にすることが重要です。これにより「一つひとつの対

策は良いことをやっているが、どこに向かっているの

かわからない」という状況が無くなります。滋賀県で

は、この行程表を、県庁のあらゆる部局の職員も一緒

になって試行錯誤を重ねて作成しました。

　行程表の中の対策のうち、どれをいつまでにやるべ

きかを書き込んだロードマップも必要です。「ビジョ

ン」「行程表」「ロードマップ」がそろうと、道筋が

見えてきます。なお、滋賀県では、予算査定は、この

行程表が重要な判断根拠となっています。

　モデルとなる自治体を探していたところ、東近江

市が手を挙げてくださり、一緒に動くことになりま

した。しかし、住民の皆さんに「CO2」と言っても、

「身近な指標というわけではない」という感じで反

応はいま一つです。そこで、数値は専門家が裏で計

算することにして、まずは「どんな地域に住みた

いか」を自由にどんどん出してもらって集約しまし

た。抽出すると、自給自足、六次産業、公共交通の

活躍、観光による活性化などに整理できました。さ

らに集約すると、「人と人とのつながり」、「人と

自然とのつながり」にまとめられます。一言でいう

と、「絆」ですね。

　この社会における生活の変化を数値化し、環境と経

済への影響を計算すると、「低炭素型地域社会」とい

う前提と矛盾しませんでした。具体的な変化を見てみ

ましょう。基準年に比べ、個人で過ごす時間は減り、

家族や地域と一緒に過ごす時間が増えます。また、

農林水産業や地域資源を活かしたサービスの利用が増

えます。すると、地域外から入ってくるお金は減って

しまいます。しかし、地域外へと出ていくお金はそれ

以上に減るのです。結果として、地域で循環するお金

は増え、地域経済はかえって豊かになるという計算

結果が出てきました（図4参照）。地域の自然エネル

ギー、水資源、農産物などを活かせば、温室効果ガス

排出は減り、地域のお金は地域に残る。これが「つな

がりによる低炭素」です。

　もちろん、50％削減実現のためには、技術の活用も

必要です。ただし、これは一部の大企業しか実現でき

ない技術ではありません。地元で実現できる、地元に

お金も落ちる技術です。

「ライフスタイルを変えなさい」と言われますが、基

盤がなくては実現できないことも多々あります。基盤

整備のためには、法律の整備も必要ですし、お金も必

要です。ただ、この場合のお金は、行政が出すものと

は限りません。例えば、市民ファンドも重要になりま

す。銀行に預けてごくわずかの利息を得るよりも、市

民が自らの意思で地域のためにお金を使い、もちろん

後々で少しの利益も得られる仕組みです。わかりやす

い例が、市民出資による太陽光発電所でしょう。

　皆さんは、どんな社会に住みたいですか、それをど

う実現しますか。ぜひ、意見を出し合ってビジョンを

共有し、そこに至る道筋を整理し、担い手となってそ

れを実現していきましょう。
（まとめ：木原浩貴）

ビジョン、行程表、ロードマップは３点セット

絆で作る低炭素社会　東近江市の事例

低炭素社会は、物もお金も地域循環する社会

低炭素社会を支える仕組みづくりを

図3

最後に

図4
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　　　　都府地球温暖化防止活動推進センターは、地域で活動するNPOや企

　　　　業、行政と連携して、「低炭素型食の好循環づくりプロジェクト」

を進めるため、平成23年度から「きょうと風土（フード）コンソーシアム」

を立ち上げました。このコンソーシアムは、「低炭素×循環型農業」と「食の

地産地消」を推進することにより、二酸化炭素の排出抑制とともに地域の活性

化を図ることを目的としています。

　平成23年度は、以下の取組を展開してきました。

それぞれの取組のCO2
削減量を見える化する

食の地産地消でフード・
マイレージCO2を削減する

バイオディーゼル燃料利
用による低炭素型農業・
輸送でCO2を削減する

が、地球温暖化防止につながること

が裏付けられました。京都で獲れる

魚の殆どは大阪や東京で消費されて

おり、京都での消費は1割程度ですの

で、京都産の魚を食べる取組の拡大

が望まれます。

0 5 10 15 20

150

18.15

シシャモ（カナダ産）

カマス（舞鶴産）

輸送に伴うCO2排出量の比較（食材40ｇ）

CO2排出量
（g）

↑
写
真
①

↑写真②

88％削減
131.8kg

　地域でとれたものを地域で食べ

る。このシンプルな取組が、地球温

暖化防止にも繋がります。そこで、

京都グリーン購入ネットワークと連

携して、京都府内の企業や大学など

の社員食堂で京都府産食材を使った

メニューを提供する活動を実施しま

した（平成23月10月から12月）。

　京都府内23の社員食堂の参加が

あり、各食堂が京野菜や京都府産米

の利用拡大に取組みました。また、

今年度は京都府産水産物の利用拡

大のための意見交換会を実施した

ことで、6つの食堂で舞鶴産ハタハ

タ、トビウオ、キス、ぶりなどもメ

ニューに登場しました。（写真①）

　地産地消を進めると、食材の輸送

エネルギーが縮小され、フード・マ

イレージCO2を削減できます。今回

の社員食堂の地元産食材利用で、併

せて131㎏のCO2排出量を減らすこと

ができました。（グラフ①）

　今回のプロジェクトでは、学校給

食での京都府産食材利用拡大にも努

めました。京丹後市では、「京丹

後まるごと食育の日」が3回実施さ

れ、京丹後市の食材が京丹後市全域

で提供されました。木津川市では、

給食週間の地産地消メニューの中に

初めて舞鶴産かますのフライが登場

し、およそ4000食が提供されまし

た。（写真②）

　今回の取組で外国産の魚を京都府産魚

に変更した時のフード・マイレージCO2
排出量も計算することができました。こ

れまでカナダ産ししゃもを使っていたの

が、舞鶴産かますに変えたことで、1食

あたり17g-CO2削減につながることが試

算で分かりました。（グラフ②）

　今回のプロジェクトでは、「京都

で獲れた魚を京都で食べる」こと

京都の食材を
京都の社員食堂や
学校給食で。

CO2削減効果
CO2排出量
（kg-CO2）

グラフ① グラフ②
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　京都府地球温暖化防止活動推進セ

ンターには、社員食堂がありませ

ん。そこでケータリングを利用して

地産地消の昼食を食べる試みを10月

から12月の間で5日間行いました。

「畑カフェおいしい」の協力を得

て、京田辺市の畑で作られた旬の野

菜をふんだんに使ったランチを提供

していただきました。また、これに

併せ、秋から冬にかけての地元食材

を使った「旬のおかずレシピ」も作

りました。この5日間の取組で減ら

社員食堂が
なくてもできる
地産地消ランチ。

せたCO2排出量は2.78㎏でした。量

としては少ないですが、一人ひとり

が地産地消を進めることで、確実に

温暖化防止につながることが実感で

きる取組となりました。

バイオディーゼル
燃料利用で
農業を
低炭素型に。

　回収された廃食油から精製され

たバイオディーゼル燃料を軽油の

代わりに使用すると、CO2削減に

繋がります。生産も低炭素型で行

う試みのひとつとして、バイオ

ディーゼル燃料（C-Fuel）を農作

業に使用してもらう実証実験を行

いました。この取組は、NPO法人

エコネット丹後、NPO法人丹後の

自然を守る会、京丹後市役所、レ

ボインターナショナルの協力を得

て進めることができました。

　77軒の農家にバイオディーゼル燃

料を使ってもらい、アンケート調査

を実施したところ、全ての農家が、

トラブルなく運用できたという結果

になりました。43％の農家は「バ

イオディーゼル燃料を引続き使いた

い」と回答しており、「条件が合え

ば使いたい」も含めると99％の農家

が今後も使用したいと答えました。

今回の取組に参加したことをきっか

けに、バイオディーゼル燃料を継続

的に使用することを決めた農家もあ

ります。

学校給食配送車も
バイオディーゼル
で運行。

　輸送も低炭素を目指すことを目的

に、京丹後市内の学校給食配送車で

バイオディーゼル燃料を使う実験を

2011年9月末から2ヶ月間行いまし

た。トラブルもなく運用できたこと

で、2012年度4月からは、京丹後市

により継続的にバイオディーゼル燃

料が使用されることになりました。

★
旬
の
お
か
ず
レ
シ
ピ

★
地
産
地
消
ラ
ン
チ

ミ ニ コ ラ ム

Qバイオディーゼル燃料を
今後も使いたいですか

今後も
使いたい条件が

合えば
使いたい

使いたくない

43％
56％

1％

N=77

バイオディーゼル燃料を
使っています♪
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活動レポート 京都府地球温暖化防止活動推進センターの主な活動を報告します

2011年秋　カエデ紅葉日の変化は？

　今年度で4度目を迎えるカエデ紅葉日調査は、観測地点

が44地点にのぼり、京都府地球温暖化防止活動推進員に

行政関係者、龍谷大学の学生、園部高校の生徒さん、一般

の方など39名にご協力いただきました。平成23年秋も、

紅葉が一番早く始まったのが、南丹市の美山町や園部町

で、11月18日と報告がありました。また、京都市では11

月27日から12月11日ころが紅葉日との報告が多数ありま

した。過去3年の京都府内の紅葉日の変化は表1のとおりで

す。京都気象台のカエデ紅葉日（表２）の変化と比べて、

ほとんどどの地域でも同じような傾向が有り、毎年紅葉が遅くなっていることが分かります。

　京都府内の気象台には、舞鶴市と京都市内の2ヶ所に観測所がありますが、市民参加型のこのような調査が、

地域の観測所の役目を果たしています。継続的な観測の積み重ねが、地域情報の宝になります。今後も引続き

調査を実施しますので、ぜひご協力下さい。

※紅葉日とは、もみじの樹全体の葉80％が紅葉した日を言います。

地点 2009年 2010年 2011年

美山町・園部町 - 11月14日 11月18日

京都市北区 11月28日 11月25日 12月3日

長岡京市芝の里北公園 11月21日
12月5日
（90％）

12月4日

八幡市 11月20日 11月21日 11月27日

宇治市黄檗公園 - 11月22日 11月27日

城陽市水渡神社 11月24日
11月28日
（100％）

12月4日
（100％）

京都気象台 12月6日 12月13日 12月14日

表1　過去3年の京都府内各地のカエデ紅葉日（継続調査地点6ヶ所）

表2　過去3年の京都気象台のカエデ紅葉日



京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成 24 年春号）
�

期間 場所

2012.01.21

第8回京都・環境教育ミーティングに参加しました

　今年で8回目の開催となる「京都・環境教育ミーティング（京エコロ

ジーセンター主催）」に参加し、「夏休み省エネチャレンジ」事業につ

いて報告を行いました。

　今年は全国から77の事例が報告され、301人もの方が参加されまし

た。環境教育の事例報告と言っても、報告されたテーマは自然エネル

ギーの活用、里山保全活動、自然観など多種多様でした。綾部市、宇治

市、京丹後市、福知山市、京都市の推進員さんも報告されており、実に

たくさんの方が環境教育活動に励まれていることが実感できました。

「ホットお助けプロジェクト」をお手伝いしています
　京都市では、学区単位で低炭素地域づくりに取り組む「エコ学区」事

業が進められており、当センターは、西京区境谷学区の「ホットお助

けプロジェクト」をお手伝いしています。このプロジェクトでは、学習

会で「対流」「放射」「伝導」という熱の伝わり方について学んだ後、

各家庭で断熱マットなどの省エネグッズを使用し様々な場所の温度を計

測してもらう地域ぐるみの実験を実施中。また、3件のご家庭には当セン

タースタッフが出向いてサーモカメラを使った温熱環境診断を実施、窓

の簡易リフォームを行って効果を計測しました。結果、結露が減少し、

温度も上昇するという結果が得られました（右は、サーモカメラで移し

た窓の写真。左側が簡易リフォーム前、右側が簡易リフォーム後です）。

低炭素杯2012が開催されました
　2月18日～19日に、東京ビッグサイトにて「低炭素杯2012」が開催されました。低炭素杯は、各地で活動

する学校･有志･NPO･企業などの方々が、温暖化防止活動のプレゼンテーションを通じて様々な方々と交流

を深め、学び合い、連携の輪を広げていくことを目的とする事業。書類選考を勝ち抜いた41団体がプレゼン

テーションを行い、「栃木農業高等学校地域おこしプロジェクト班」の取組「守れヨシの湿原、とりもどせ

農村のヨシズ作り」がグランプリを受賞しました。

　京都からは、長岡京市の「西山森林整備推進協議会」による「森を守り森を育てる～現代版里山維持シス

テムの構築に向けて～」が出場。惜しくも入賞はなりませんでしたが、地域・企業・学校が連携して行う森

林保全・バイオマス利用の事例を全国に発信しました。

　（低炭素杯2012の概要や結果はこちら→http://www.zenkoku-net.org/teitansohai2012/）
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法人の活動を支えてくださる会員を募集しています！

　年度会費　正会員 （個人） ： 2,000 円　正会員 （団体） ： 3,000 円

準会員 （個人） ： 2,000 円　準会員 （団体） ： 3,000 円

賛助会員 ： 10,000 円

詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

この印刷物は、古紙配合率 100％の再生紙に、大豆インキで、風力発電による自然エネルギーを使って印刷しています。

せら知お

※京都府温暖化防止センターが取り組むフードマイレージや地産地消に
関する記事がｐ4～5に掲載されています。そちらもぜひご覧ください。

　献立や使用する食材を選ぶと、フードマイ
レージCO2が計算され、地場産を選んで購入
した場合とあんまり考えずに購入した場合の
比較ができるようになっています。
　ぜひ毎日の献立の参考にお使いください。
http://www.kyoto216.com/kakeibo/

検索京都府家計簿

京都府産木材展示施設の試験展示期間終了

　昨年1月から設置・運営していた「京都府産木材展示施設」が、約1年の試験
期間を終え、今年の1月31日に閉館しました。期間中にはたくさんの方に足を
運んでいただき、ありがとうございました。
　このような成果を踏まえて、「京都府産木材の利用を促進するための展示・
販売のあり方」をまとめ、今後の普及につなげていきたいと思います。
　京都木材検索サイト（http://www.kyomokumoku.net/）では、1月末まで展
示されていた製品を見ることができますので、気になる製品があれば、出展社
に直接お問い合わせの上、入手可能か確認してみてください。


